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ユーザ発話文

ロボット発話文

表情・動作を決定
(ルール)

ロボットの
表情・動作命令

音声認識
(Google ASR)

音声合成

ロボット制御

1. 直接的な話し方 (Baldly) 2. オープンな話し方 (Positive) 3. 距離を置くような話し方 (Negative)

ご経験があるのですね ご経験があるのですね，良いですね ご経験があるのですね，承知しました

初めてなのですね 初めてなのですね，実は私もなんです 初めてなのですね，承知しました

ごめんなさい，それはわからない
です

ごめんなさい，私も気になるのですが，
それはわからないです

それはわからないので，今すぐにはお答えで
きません，申し訳ありません

システムの構成

対話戦略ルール

発話テンプレート

モジュール連動

𝑺𝟐 𝑺𝟑 𝑺𝟒

𝑺𝟓

𝑺𝟔 𝑺𝟕𝑺𝟏

𝑼𝟏 𝑼𝟐

1. システム主導ルール

2. ユーザ主導ルール

• 2種類の対話戦略（対話の進め方）を用意
• システム主導ルールとユーザ主導ルールを人手で作成

• 対話中，使用される対話ルールは𝐍𝐍𝟑によって適宜切り替わる
• 𝑼𝟏~𝟐から𝑺𝟏~𝟕に切り替わる際，1度も遷移していない状態の内，数字が小さい状態に優先して遷移する
• 𝑺𝟏~𝟕から𝑼𝟏~𝟐に切り替わる際，既にユーザの名前を得られている場合は必ず𝑼𝟐に遷移する

対話例

• 連動の目的：モジュールを連携させることでユーザや対話状況に合わせた対話制御を行う
• 連動の方法：他のモジュールの出力に応じて各モジュールの振る舞いを切り替えるように，各𝐍𝐍を学習する

観光地
DB

ユーザに関する
情報を聞き出す

2箇所の観光地を
要約文1つで紹介する

非推薦観光地を
追加で紹介する

聞き出した情報を考慮して，
目標の観光地をおすすめする

質問を受け付
け，回答する

名前を聞き出す 質問を受け付け，回答する

• 3種類の発話テンプレート（話し方）を用意
• ポライトネス・ストラテジー（Brown+, 87）に沿って人手で作成（3種類× 63発話）

• 対話中，使用されるポライトネス・ストラテジーは𝐍𝐍𝟒によって適宜切り替わる

概要

• 5つのモジュールで構成されるパイプライン型の対話制御システムを実装
• モジュール連動（大橋+, 21）により，ユーザや対話状況に合わせて適応的に振る舞えるように強化学習
• 対話中に振る舞いが変化していることを確認

• 一方でユーザや対話状況に適応的に振る舞えていはないため，特に報酬設定に改善の余地がある

ユーザ発話文を理解
(BERTベース分類器+𝐍𝐍𝟏)

次の行動を決定
(対話戦略ルール+𝐍𝐍𝟑)

発話文を決定
(テンプレート文+𝐍𝐍𝟒)

対話履歴を更新
(ルール+𝐍𝐍𝟐)

各𝐍𝐍を介して，この4モジュー
ルを連動させる

1. 人間ユーザとシステム
の対話データを収集

2. 発話データをベースに
ユーザシミュレータを実装

3. 対話シミュレーションを実施
4. 報酬に応じて，各モ
ジュールのNNを更新

データ統計

全ユーザ数 (人) 100

全対話数 300

平均ターン数 27.71

目標観光地を選んだ割合 (%) 53.14

満足度（5段階評価） 2.58

ユーザ発話，報酬（満足度）

システム発話

ユーザ発話文 ユーザ意図 システム発話文（色付きの部分はPositive / Negativeがわかりやすいところ）

橋本です user_name 橋本様ですね，かしこまりました．本日は，箕面大滝と…．川や瀧，工場見学などに
ご興味がおありなんでしょうか？

そうです yes それはよさそうです．ところで，箕面大滝に行かれたことはありますか？

… … …

silent 今のところ、どちらか特に気になるほうは、あったりしますでしょうか？

箕面の大滝です interest_sight 箕面大滝、良いですよね、さらにですね，高さ33mの滝の周辺一帯は…

… … …報酬の推移 Lossの推移

対話データ

どちらの観光地に興味
があるかを尋ねる

シミュレータ システム

2000対話シミュレーションした結果：報酬も各NNのlossも改善せず

参考
改善する場合（大橋+, 21）

タスク達成の推移


